
令和４年１１月１８日 

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録） 

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累 計 

登 録 件 数 １０９ １３，６３９ 

関係都道府県数 ２２ ４７ 

関係市町村(区)数 ３７ 1，００４ 

○時 代 別 （件） 

江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 １３ ３７ ２４ ２６ ９ ０ １０９ 

累 計 ２，４３２ ４，３０５ ２，７６９ ３，５１７ ５７２ ４４ １３，６３９ 

○種 別 （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 0 21 10 3 0 10 0 4 49 10 0 2 109 

累 計 123 1,438 1,701 515 240 432 337 467 6,103 1,973 223 87 13,639 

（件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 ９３ ０ １６ １０９ 

累 計 １０，８３１ ６６４ ２，１４４ １３，６３９ 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は、令和４年１１月１８日（金）に開催さ

れた同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１０９件の建造物を

登録するよう文部科学大臣に答申しました。 

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１３，６３９件

となる予定です。 
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    提供：久喜市教育委員会 

提供：宗教法人四天王寺 

今回の答申における主なもの 

① ニシン御殿
ご て ん

を改修した近代和風ホテル 

001 銀鱗
ぎんりん

荘
そう

旧本館（旧猪俣家住宅） 北海道小樽市 明治後期／昭和１３年移築 

 

余市
よ い ち

に所在した望楼
ぼうろう

付きニシン漁
ぎょ

家
か

主屋
お も や

を移築し、宿泊施設として改修したもので、

５０畳もの大広間に堂々とした床構えを配

す。神棚や囲炉裏等がニシンで栄えた時代を

伝え、玄関ホール等に日本画家の安藤瀞埠
せ い ふ

（栖阜
せ い ふ

）の図案による装飾を加え、意匠を凝

らした近代和風ホテル。 

 

 

② 本格的テューダー様式の洋風住宅 

008 旧渡辺甚
じん

吉
きち

邸主屋 茨城県取手市 昭和９年／令和４年移築 

 

東京白金
しろかね

台
だい

に所在した実業家の近代洋風

住宅で、鉄
てっ

平石
ぺいせき

貼りにハーフティンバーと

する玄関が目を引く。内部は瀟洒
しょうしゃ

なタイル

や石材と、木部の濃密な装飾で、隙のない空

間を作り上げる。遠藤健三、山本拙郎
せつろう

、今和
こ ん わ

次郎
じ ろ う

の共作。落ち着いた佇まいで我が国の

テューダー様式住宅の傑作。 

 

 

 

③ 現役の近代和風弓道場 

009 本多流洗
せん

心
しん

洞
どう

（髙木道場）弓 道 場
きゅうどうじょう

 埼玉県久喜市 昭和７年頃／平成２３年改修 

 

旧清久
き よ く

村の旧家で、東京大学弓術部師範を

務めた医家の弓道場。高い天井で板間の

射 場
しゃじょう

を中心に、師範の席で床
とこ

構え付きの上

座、畳敷きの控え、弓置き場を周囲に配する。

安土
あ づ ち

を置く的場とともに典型的な弓道場で、

良質な近代和風建築。 
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④ 菅笠
すげがさ

の郷で洪水に備える土蔵 

050 石川家住宅段蔵
だんぐら

 大阪府大阪市 明治２２年頃／大正後期・平成２８年改修 

 

 菅笠の郷として知られる深江
ふ か え

に所在する

土蔵で、旧家の宏大な屋敷構えの一角を成

す。明治１８年洪水被害の後に建築したもの

で、高石垣に建つ「段蔵
だんぐら

」と呼ばれる形式。

屋敷は主屋
お も や

の吊
つ

り仏壇など洪水に備えた知

恵を伝える。町角の地域資源を活かす住民の

取り組み「深江まるごとミュージアム」の展

示建物。 

 

⑤ 和風時計塔がシンボルの近代学校建築 

098 高知追手前
おうてまえ

高等学校本館 高知県高知市 昭和６年／同中期改修 

 

 高知城から延びる追手筋
おうてすじ

に面する鉄筋コ

ンクリート造学校建築。インターナショナル

スタイルの３階建ての中央に、宝形
ほうぎょう

造
づくり

屋根

の和風塔屋
と う や

を設けて、いわゆる帝冠様式とす

る。教室や廊下は腰板壁の落ち着きある空間

で、屋上の奉安
ほうあん

殿
でん

は時代性を伝える。鉄骨造

の和風塔屋は時計台として街のシンボルで

もある。 

 

⑥ 洪水の被害を乗り越える公衆温泉浴場 

108 公衆
こうしゅう

温泉
おんせん

新温泉
しんおんせん

 熊本県人吉市 昭和６年頃 

 

人吉市の市街地にある木造の公衆温泉浴

場。男女別の脱衣室と浴場を田の字に配

し、ガラス戸を多用して開放的で、入口に

番台を置く近代公衆浴場の典型。令和２年

洪水被害を受け、有志が集まり復旧し、活

用に向けて活動中。 

  

＜担当＞ 文化庁文化財第二課電話：03-5253-4111（代表） 

  課  長 山下 信一郎  

課長補佐 田中 佳幹 

登録部門 黒坂 貴裕、清永 洋平、須藤 洋行（内線 2797） 

  審議会係 森 幸一郎、内田 奈緒（内線 3160）     
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